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○系統発生分野

茂原信生 ･相見蒲 ･拭井正成 ･本郷一美

<研究概要>

A)東アジアの化石霊長規の進化に関する研究

茂原信生 ･高井正成 ･鍔本武久 (学振特別研究員)

ミャンマー国中央西部のボンダウン地域に広がる中期始新世未の地層を対象にして,霊長類化石の

発掘を目的とした調査をおこなっている. 同地域から見つかる化石霊長掛 ま,原始的な曲鼻猿類と其

猿類の中間的な形態を示しており,真猿類の起源地と起源時糊に関する論争に大きな貢献をしている.

B)スンダランドの霊長鰯の変遷

相見蒲

現在のマレー半島,スマトラ,ボルネオ,ジャワはかつて,つながっていて,スンダランドと呼ば

れる一続きの陸地をなしていた.この地域は動物の種類が豊富で,コノハザルやシアマンなど特有のも

のがいる.これらの特有な種の分布を調査し,ゆくゆくはこの地域の動物相全体の変遇を明らかにした

い.

C)霊長類の周目性起源の検討

相見蒲

霊長類の共通祖先は夜行性であったというのが現在,一般的な説である.しかし,柄孔規の共通の

祖先は昼も夜も活動するといわれるようになってきた.そこで,霊長類について検討した.その結果,

霊長類もかつては昼も夜も活動する,すなわち,周目性だったとの仮説を提出した.マダガスカルにす

む原猿類キツネザルの現地調査をおこない,この仮説の検証につとめている.
-

D)霊長-mの性選択

相見満

オナガザル類では犬歯の性的二型が顕著である､といわれてきた.しかし,クロシロコロブス規では

雌の犬歯が必ずしも小さいわけではない.これまで,霊長類の犬歯をめぐる性選択に関する議論は,｢顕
著な性的二型を示すのか,それとも雌雄同型か｣という二者択一に分けておこなわれてきた.このよう

な二者択一の議論をタロシロコロブス規に当てはめることができないようだ.これまでの議論では不十

分であり,性選択に関する議論の再検討をはかっている.

E)ニホンザルのモノグラフ

相見満

フィールド博物館のFoodenさんと,ニホンザルのモノグラフの出版を準備している.

F)南米大陸における第三紀の化石霊長規の研究

高井正成 ･茂原信生
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南米大陸各地の第三紀の地層から発見された化石広鼻猿類の形態学的および系統的な解析をおこ

なっている.特にコロンビア国南部のラベンタ地域から発見された中期中新世の複数の化石霊長類とボ

リビア国中部のサジヤ地域から発見された漸新世末期の化石霊長類に関して研究を行っている.

G)′地球規模から見た霊長類の進化プロセスに関する包括的研究

高井正成 ･鍔本武久 (学振特別研究員)

新生代初頭 (約 6500万年前)から始まる霊長類の進化プロセスを,地球規模の環境変動といった

観点から研究している.即ち,新生代の大陸移動 ･海流の変化 ･気候変動にともなう植生や動物相の変

化が,いかにして霊長類の進化を促しその分布や形態を変化させるに至ったかという ｢進化プロセス｣
を,巨視的な観点から説明するべく研究を行っている~.

H)日本犬の起源と移動に関する研究

＼ノ 茂原信生 ･本郷一美

日本犬の起源を探るために,一束アジア地域の古代犬の調査を行った.また,日本在来犬の時代的変

化に関する形態学的研究を行い,縄文時代から現生のシバイヌまでの頭蓋骨と歯の変化を研究し,ヒト

と似通った変化を示すことを明らかに､した.また,日本犬に関する文献リストを作成し,公表した.

Ⅰ)西アジアにおける偶蹄類の家畜化に関する研究

本郷一美

西アジアにおける偶蹄類の家畜化の過程と牧畜経済の成立から遊牧の発生に至る変化を探るため,

トルコ南東部,北西シリア,ヨルダンの新石器時代遺跡の発掘調査を行っている.トルコ南東部のチャ

ヨヌ追跡 (先土器新石器時代)から出土した晴乳動物骨の同定分析を進め,この地域の定住農耕村落で

は先土器新石器時代B期中頃から,偶蹄類のサイズや齢構成の変化が始まることを明らかにした.また,

イノシシの家畜化がこの地域で独自に進行したと見られるのに対し,ヤギ･ヒツジは他の地域で家畜化

されたものが南東 トルコに伝播した可能性が高いことも明らかになった.

∫)タイ南部の狩猟採集民による霊長類狩猟の民族考古学的研究

本郷一美

タイ南部の森林地帯に住むマニ族は最近まで吹き矢による霊長類の狩猟を行っていた.マニ族の居

住跡の民族考古学的調査により収集された霊長類骨格の同定 ･計測をすすめている.(ドイツ･チュ-

ビンゲン大学先史学部との共同研究)

K)束アジアにおける古第三紀の晒乳類進化

鍔本武久 (学振特別研究員)･高井正成

古第三紀 (6500万年前～2400万年前)の束アジア各地の哨乳類相を解析することによって,この

時代の哨乳類の進化の実態の解明を目指している.今年度は,ミャンマーのボンダウン層 (約 3720万

年前)から産出した富歯類の新種の記載 ･有蹄類の分類の再検討,およびボンダウン層の晒乳類相に関

する論文を発表した.
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L)真猿類の上顎洞形態の比較研究

西村剛 (非常勤研究員)･茂原信生

上顎骨は顔面を構成するとともに眼商の一部で,しかも阻嘱器官である僻を柏立させる骨で機能は

複雑である.この形態はしばしば進化的な観点から興味を持たれている.われわれは,上郡同の進化的

な意味を探るために,おもに新世界ザルの上顎洞形態をpqcTで撮影し,内部構造を解析した.新世界

ザルの上顎洞は存在しない例は少なく,上顎歯列の上にまで拡大する型 (小型の新世界ザル)とさらに

外側に伸長するもの (中一大型の新世界ザル)があり,オマキザル規とは異なった特徴を示している.

今後は,さらに原独類の調査を進める予定である.
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